
特集
①「祝・卒業」
　  －学生生活を写真で振り返る－
②活躍する南山大生

【個人】 20名
学生氏名 所属名 対象となる活動
永井　洋斗 水泳部 第99回日本学生選手権水泳競技大会 100m 背泳ぎ予選 75位

　個人もしくは団体が課外活動において特に優れた成績を
おさめたとき、または課外活動に著しく貢献したとき、特に顕
著な善行を認められたとき、学生部長表彰が授与されます。

高須　尚哉 ラクロス部男子 第31回東海地区学生ラクロスリーグ戦 東海地区最優秀選手賞

藤井　彩葉 ラクロス部女子 第31回東海地区学生ラクロスリーグ戦 東海地区最優秀選手賞

三角　美葵 ラクロス部女子 第31回東海地区学生ラクロスリーグ戦 東海地区ベスト10
ラクロス全日本選手権エキシビションマッチ学生選抜チームに選出

小林　慈侑
19th Asian Roller Skating Championships(第19回アジアローラースポーツ選手権大会(北戴河/中国) Freestyle Slalom Pair 第6位 
第12回全日本フリースタイルスケート選手権大会 スピードスラロームシニア男子部門 優勝／ペアクラシックスラローム 準優勝／
　バトルスラロームシニア男子部門 第3位／クラシックスラロームシニア男子部門 第4位
7th Asian Open Inline Freestyle Championships  ClassicSlalom SeniorMen 第3位

西古　羽那 弓道部女子 第66回東海学生弓道選手権大会 女子個人戦 第3位

伊藤　ひなた 弓道部女子 第34回東海学生弓道女子新人戦 女子個人戦 優勝

安藤　響平 水泳部 第99回日本学生選手権水泳競技大会 50m 自由形予選 75位

小林　慈怜
19th Asian Roller Skating Championships (第19回アジアローラースポーツ選手権大会 北戴河/中国) Freestyle Slalom Pair 第6位
第12回全日本フリースタイルスケート選手権大会 ペアクラシックスラローム 準優勝／バトルスラロームシニア男子部門 準優勝／
　クラシックスラロームシニア男子部門 第3位／スピードスラロームシニア男子部門 第4位
7th Asian Open Inline Freestyle Championships ClassicSlalom SeniorMen準優勝

榊原　啓 少林寺拳法部 第57回少林寺拳法全日本学生大会 男子白緑帯組演武 第5位

森野　倫生 少林寺拳法部 第57回少林寺拳法全日本学生大会 男子白緑帯組演武 第5位

熊谷　陸 少林寺拳法部 第58回少林寺拳法東海学生大会 男子茶帯単独演武 第3位

神谷　駿太郎 ラクロス部男子 ラクロス全日本選手権エキシビションマッチ学生選抜チームに選出

洋弓部 2023年6月18日発生の掛川市アパート火災における消防・救護活動
南山大学SDGs普及啓発団体CLOVER 中学生・高校生に対するWS、キャンパスツアー及び各メディアにおける広報

ラクロス部男子 第14回ラクロス全日本大学選手権大会 全国ベスト4（準決勝敗退）／第31回 東海学生ラクロスリーグ戦 優勝
ラクロス部女子 第14回ラクロス全日本大学選手権大会 全国ベスト4（準決勝敗退）／第31回 東海学生ラクロスリーグ戦 優勝
チアリーダーズRUSTLES JAPAN CUP2023 チアリーディング日本選手権大会 フライデートーナメント 21位
アメリカンフットボール部 令和5年秋季リーグ戦 入替戦 勝利（一部昇格）
基礎スキー部 第44回東海学生基礎スキー選手権大会①団体戦の部 男子優勝②団体戦の部 女子優勝③王座決定戦 男子準優勝④王座決定戦 女子優勝

弓道部女子
第67回東海学生弓道秋季リーグ戦 女子部Ⅱ部リーグ 優勝
第67回東海学生弓道秋季リーグ戦 女子部 Ⅰ部・Ⅱ部入替戦 勝利、一部昇格
第57回愛知県下学生弓道選手権大会 女子の部 団体 優勝
第58回中日本弓道近的選手権大会 一般の部 4位

陸上競技部 第89回東海学生陸上競技対校選手権大会等 4×100mリレー 第6位／4×400mリレー 第5位
第50回東海学生陸上競技秋季選手権大会 4×100mリレー 第2位／4×400mリレー 第4位

漕艇部 第50回全日本大学ローイング選手権大会 男子ダブルスカル 24位

伊藤　翼 ラクロス部男子 第31回東海地区学生ラクロスリーグ戦 東海地区ベストプレーヤー
ラクロス全日本選手権エキシビションマッチ学生選抜チームに選出

YUAN Meng 弓道部女子 第66回東海学生弓道選手権大会 女子個人戦 準優勝
第57回愛知県下学生弓道選手権大会 女子個人戦 優勝

浅井　しおん 空手道部 令和5年度東海地区大学空手道選手権大会秋季 個人戦 女子個人形 3位
第57回和道会全国空手道競技大会 形 一般有段女子の部 3位

井村　奈津美 基礎スキー部 第44回東海学生基礎スキー選手権大会 女子個人戦 第1位

熊木　彩 基礎スキー部 第44回東海学生基礎スキー選手権大会 女子新人戦 第1位

青井　拓海 陸上競技部
第89回東海学生陸上競技対校選手権大会 100m 第4位
秩父宮賜杯 第76回西日本学生陸上競技対校選手権大会100m 準決勝進出
東海学生陸上競技夏季大会100m 第3位
第50回東海学生陸上競技秋季選手権大会100m 第3位

橋本　平良 陸上競技部

東海学生陸上競技春季大会5000m 第3位
第89回東海学生陸上競技対校選手権大会10000m 第7位
秩父宮賜杯 第76回西日本学生陸上競技対校選手権大会10000m 第2位
秩父宮賜杯 第55回全日本大学駅伝対校選手権大会東海地区選考会10000m 第7位 
第55回全日本大学駅伝対校選手権大会 東海学連選抜として出場 区間19位

【団体】 10団体
団体名 対象となる活動

キャリア支援課 
プログラム紹介

2024.3.20

　 2023年度 
　学生部長表彰

公務員試験対策講座（総合コース）
2024年5月11日(土)～2025年1月25日(土)

水・土 2024年3月11日（月）～4月18日(木)

講座名／開講期間（補講日含む） 講座開講曜日 申込期間

公務員試験対策講座(教養コース)
2024年5月11日(土)～2025年1月25日(土)

土 2024年3月11日（月）～4月18日(木)

宅地建物取引士資格試験対策講座
2024年5月8日(水)～10月16日(水)

水・土 2024年3月11日（月）～4月18日(木)

エアライン就職対策講座
2024年5月18日(土)～8月3日(土)

土 2024年3月11日（月）～5月1日(水)

秘書検定準1級対策講座
2024年5月22日(水)～11月6日(水)

水 2024年3月11日（月）～5月9日(木)

2級ファイナンシャルプランニング技能士検定試験対策講座
2024年7月17日(水)～2025年1月15日(水)

水・土 2024年3月11日（月）～7月4日(木)

簿記検定試験対策講座
2024年8月2日(金)～10月9日(水)

月・水・金・土 2024年3月11日（月）～7月18日(木)

会計士対策講座
2024年10月5日(土)～2025年2月5日(水)

水・土 2024年3月11日（月）～9月19日(木)

教員採用試験対策講座
2024年11月30日(土)～12月21日(土)

土 2024年3月11日（月）～11月14日(木)

2024年度 南山エクステンション・カレッジ
学生向け特別講座

　南山エクステンション・カレッジでは、将来につながる、南山生のためだけ
の特別講座を開講します。

第10回南山大学卒業生
キャリア・アドバイザーと
在学生との交流会

［申し込み・ 問い合わせ先］
南山エクステンション・カレッジ事務室（R棟7階）  
E-mail : extension-s@nanzan-u.ac.jp　Phone: 052-833-6957

　この他、南山エクステンション・カレッジ公開講座では、資格を取得したい、スキル
アップを図りたいなどのニーズに応えるため「日商簿記3級検定試験対策講座」、「3
級ファイナンシャルプランニング技能士検定試験対策講座」などを開講します（有
料）。詳細は南山エクステンション・カレッジのWebページをご覧ください。
https://office.nanzan-u.ac.jp/EXTENSION/

キャリア・アドバイザーとは
　南山大学では、在学生のキャリア支援・就職支援のさらなる充実を図るため、社会
でご活躍されている卒業生の皆様にキャリア・アドバイザー登録をお願いしています。
　キャリア・アドバイザーにご登録いただいた皆様には、本学主催の
各種プログラムへのご参加や個別相談を通じて、在学生にアドバイ
スをお願いしています。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
キャリア・アドバイザー登録フォーム：
https://app.nanzan.ac.jp/regform/regist/univ/career/ca_reg

　12月2日、「第10回南山大学卒業生キャリア・アドバイザーと在学生との交流会」をオ
ンラインにて実施しました。本年も、全国から幅広い世代のキャリア・アドバイザーの皆
様（本学卒業生）にご協力いただくことができました。参加した学生からは、「様 な々キャ
リアの形があるのだと認識することができ、視野が広がりました。今後の就職活動に活
かしていきたいと思います。」「業界のことについて深く理解できただけでなく、これから
の大学生活の過ごし方についても考えることができ有益でした。」などの感想がありまし
た。今後も南山大学から社会で活躍できる人材を多く輩出できるよう、卒業生と在学
生とのネットワーク構築・強化を目指して、このような機会を設けていく予定です。

■ 寄附者ご芳名

本学名誉教授 
花井敏氏がご逝去
本学名誉教授の花井敏氏(77
歳)が、2023年12月13日にご逝
去されました。謹んで哀悼の意
を表します。

「南山大学教育研究支援」へのご協力に感謝いたします。

「新型コロナ対策学生応援募金」へのご協力に感謝いたします。

「南山大学創立75周年記念募金」へのご協力に感謝いたします。

株式会社三樹園 様　　　南山大学 鉄道研究会OB会様
　　　 

株式会社トーキン   代表取締役 松岳大樹様
株式会社中京銀行 代表取締役 小林 秀夫様
株式会社はやしや 代表取締役副社長 赤羽一仁様
株式会社名古屋銀行様
南山大学後援会様 　 　

野 池 恭 子 様
菊 谷 　 実 様
木 村 直 子 様

伊 東 章 晴 様
山 口 幸 輝 様
野田三甫子 様

西 田 恒 隆 様

塩 田 洋 千 様 野 池 恭 子 様

匿名ご希望者7名様

匿名ご希望者 2名様

山 田 若 奈 様 匿名ご希望者3名様

匿名ご希望者1名様

野 池 恭 子 様

発行 広報・募金課／〒466-8673 名古屋市昭和区山里町18  Phone : 052-832-3113（直通）
E-mail : pr-gaku@nanzan-u.ac.jp   https://www.nanzan-u.ac.jp/

「南山大学博士後期課程奨学支援募金」へのご協力に
感謝いたします。

匿名ご希望者 1名様

「南山宗教文化研究所の研究員奨励基金」へのご協力に
感謝いたします。

　 新任用
　教員紹介

2024年1月1日付

●外国語教育センター
語学講師（別科L.I.） 福富 七重
（専攻分野：日本語教育学）

▲（左）韓南大学イ・ガンソップ総長
   （右）キサラ学長

協定校である韓南大学イ・ガ
ンソップ総長が来学され、キサラ
学長を表敬訪問されました。キサ
ラ学長は今回の来訪を歓迎する
と共に、毎年韓南大学の学生を
通じて韓国語や韓国の文化を学
んでいる総合政策学部、法学部
についてやこれからの可能性な
ど意見交換を行いました。

2024.1.24

本学名誉教授
早川正一氏がご逝去
本学名誉教授の早川正一氏
(86歳)が、2023年12月11日にご
逝去されました。謹んで哀悼の
意を表します。



ご卒業おめでとうございます
　未曾有のパンデミックの中で過ごした南山大学の日々は、み
なさんが思い描いていた大学生活とはかけ離れたものであっ
たかもしれません。しかし、多くの制限を受けながらも、その困
難を乗り越えてきた経験は、今後のみなさんの人生において大
きな糧になることでしょう。ポストコロナ時代に求められているの
は、「以前の現状」に戻すことではなく「新しい現状」を創り出す
ことです。南山生のみなさんが世界を舞台に活躍することを、私
は楽しみにしています。

南山大学長　　
ロバート・キサラ

経営学部 経営学科4年
近藤 翔太さん

　本学経営学部経営学科4年の近藤翔太さんが、卒業後に関西独立リーグのチーム・堺シュライクス
に所属することが決まりました。
　野球ファンのお父様の影響で、幼少期からバットとボールを手にするほど野球に夢中になり、小学3
年生の時に少年野球に所属したという近藤さん。本学入学後ももちろん硬式野球部へ入部し、野球
に熱中する日々 を送りました。ただ、入学した2020年はコ
ロナ禍の真っ只中だったことにより様 な々影響を受けた
そうで、「部活動の開始時期が8月になってしまったり、合
宿がなかなかできなかったりと、野球をやる機会が少な
くなってしまったのは残念でした」と話します。その分部
活動がスタートしてからは、「2部昇格」をチームの目標
に掲げ、限られた設備や時間の中で最大限何ができる
のかを常に考えながら、練習に励んできたそうです。「4

年間で、筋力や柔軟性といった身体面はもちろん、現状の課題やその解決法について“深く考
える”ようになるなど、精神面でも大きく成長できたと思います」と話してくれました。
　卒業後は小学生まで過ごしたという関西で、大好きな野球を続けていくことが決まっていま
す。「入団する堺シュライクスは、関西独立リーグで、創設2年目から3連覇を果たしたチーム。野
球に打ち込める環境に身を置き、監督やコーチ、先輩方にもアドバイスをいただきながら、自分
自身のレベルを高めていきたいと思います。新しい知識や練習で得た感覚を突き詰めて考え、
試行錯誤しながら頑張っていきたいです。まずは一つでも多くの試合に出場することを目標に、
全力で野球に取り組みます」と近藤さん。「これからどんなふうに成長していけるのか、今はすご
くワクワクしています！」と笑顔を見せてくれました。

活躍する南山大生

▲第1弾開催の様子

第1弾｜12月13日
ワークルールとしての労働法
第2弾｜2月1日
WEB受験アセスメントテスト(PROG)
第3弾｜3月6日
内定者カフェ

～キサラ学長特別企画も開催されました！～

法務研究科 1年
眞下 祐子さん

　「もう一度大学で学び直したい」と、本学法学部法律学科に入学した眞下祐子さん。コツコツと努
力を重ね、2年連続での学部長表彰、奨励奨学金の受給、さらには早期卒業制度の第一号として学
部を3年で卒業するなど、優秀な成績を収めてきました。現在は本学法務研究科へと進学し、司法試
験を目指して勉学に励んでいます。
　夫の仕事の関係で、海外での生活が長かった眞下さ
んですが、好奇心旺盛で学ぶことが大好きな性格ゆえ、
駐在先の韓国やタイでも大学へ通っていたと言います。
6年前に日本に帰国してからは時間がたっぷりあったこ
ともあり、大学で学び直すことを決意。以前は外国語学
部だったため、あえて分野の違う法学部を学び直しの
場として選びました。
　司法試験への挑戦を考え始めたのは、早期卒業の

道が見えてきた時。今は社会に貢献できるような資質と能力を備えた法曹になるため、同級生
とともに熱心に学び、知識を深めています。学部時代に、日本の受刑者のうち2割ほどに知的
障がいがあり、出所してもすぐにまた犯罪に巻き込まれてしまうという現実を知り、大きなショッ
クを受けたという眞下さん。「私にも何か役に立てることがあるのではと感じ、いわゆる“社会的
弱者”と呼ばれる人たちを助けられる弁護士を目指しています。海外での生活も長く経験して
いるので、それを生かして、日本にいる外国人の方たちの手助けもできたら」と言います。さらに
「これまで学んできた言語に加えてあと2～3言語、語学をマスターしたい」と意欲を見せるな
ど、眞下さんの「学びたい気持ち」はとどまるところを知りません。「法律の勉強も語学も、何度
勉強しても忘れてしまっているということが日常茶飯事ですが、今日もまた新しいことを学んだと
前向きに考えて、これからも日々 楽しく頑張っていきたいです。」と話してくれました。

いろんな場所に必ずあった
消毒液とパーテーション

2021年4月 Sophomore Fair 
新2年生の応援企画として行われ、
学部ごとに教員によるプレゼンテーションや
先輩方からの大学生活アドバイスなど
お話がありました。

マスクは必須
人との距離も…

2020年6月～9月
オンライン授業が続く中、毎週
水曜日に学部ごとに出校日を
設け、学長講話やガイダンスが
実施されました。

オンライン授業風景

2022年7月1日～3日
3年ぶりに上南戦が開催

2023年11月3日～5日
制限のない大学祭

コロナ禍で入学式が
できなかった新2年生のために
行われました。

2021年4月3日 入学セレモニー

就職後の不安を
解消してもらうために
3つの講座を
開催しました。

フェイスシールドを着用して
行った実習

賑わいを取り戻した
キャンパス



人文

外国語

経済

経営

法

総合政策

理工

国際教養

合 計

キリスト教学科

人類文化学科

心理人間学科

日本文化学科
人文学部計

英米学科

スペイン・ラテンアメリカ学科

フランス学科

ドイツ学科

アジア学科
外国語学部計

経済学科
　
経済学部計

経営学科

経営学部計

法律学科

総合政策学科

ソフトウェア工学科※１

データサイエンス学科※１

電子情報工学科※１

機械システム工学科※１

理工学部計※１

国際教養学科

A方式

B方式

A方式

B方式

学部 学科・方式 志願 合格

一般入試

学部・学科別志願者数・合格者数推移
2024年度入試

2024年度入試 都道府県別志願者数・合格者数 2024年2月20日合格発表分
志願 合格都道府県

志願 合格

全学統一入試
［個別学力試験型］

全学統一入試
［共通テスト併用型］

共通テスト利用入試
［前期3教科型］

共通テスト利用入試
［前期5教科型］

志願 合格 志願 合格 志願 合格 志願 合格

合計※2

主要3入試
（共通テスト利用入試[後期]除く）の
志願状況

2024年度入試の概況 合格発表

2024

※高等学校卒業程度認定試験・外国の学校等・文部科学大臣の指定した者・認定・在外教育施設・専修学校の高等課程を指します。 

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

志願 合格都道府県
埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

志願 合格都道府県
岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

志願 合格都道府県
鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

人文

外国語

経済

経営

法

総合政策

理工

国際教養

合 計

キリスト教学科

人類文化学科

心理人間学科

日本文化学科
人文学部計

英米学科

スペイン・ラテンアメリカ学科

フランス学科

ドイツ学科

アジア学科
外国語学部計

経済学科
　
経済学部計

経営学科

経営学部計

法律学科

総合政策学科

ソフトウェア工学科※1

データサイエンス学科※1

電子情報工学科※1

機械システム工学科※1

理工学部計※1

国際教養学科

A方式

B方式

A方式

B方式

学部 学科・方式 志願 合格

一般入試2023年度入試
志願 合格

全学統一入試
［個別学力試験型］

全学統一入試
［共通テスト併用型］

共通テスト利用入試
［前期３教科型］

共通テスト利用入試
［前期5教科型］

共通テスト利用入試
［後期］

志願 合格 志願 合格 志願 合格 志願 合格 志願 合格

合計

（［後期］除く）共通テスト利用 2024年2月20日合格発表分

※2 共通テスト利用入試［後期］の結果につきましては、大学Webページ「受験生の皆様」にてご確認ください。https://www.nanzan-u.ac.jp/admission/
※1 第2志望制（一般入試のみ）：志願者数は第1志望学科における人数、合格者数は第2志望学科での合格者数を含む人数

※1 第2志望制（一般入試のみ）：志願者数は第1志望学科における人数、合格者数は第2志望学科での合格者数を含む人数
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433
589
532
1,611
509
115
162
108
160
1,054
1,016
359
1,375
934
271
1,205
1,014
1,166
273
330
259
255
1,117
417

8,959

13
199
212
226
650
220
57
76
54
70
477
423
154
577
305
89
394
430
425
86
94
89
83
352
211

3,516

25
164
221
171
581
209
57
69
52
99
486

328

328

321

321
358
402
90
96
98
122
406
186

3,068

12
82
106
85
285
104
28
33
26
48
239

159

159

145

145
176
192
38
41
49
60
188
92

1,476

51
128
173
175
527
267
61
69
96
93
586

259

259

226

226
342
257
79
95
92
74
340
-

2,537

31
83
89
122
325
158
42
44
80
67
391

201

201

134

134
249
135
33
58
58
44
193
-

1,628

-
104
105
97
306
77
36
66
49
42
270

274

274

235

235
205
126
85
101
118
81
385
117

1,918

-
87
92
64
243
52
29
58
41
34
214

238

238

202

202
160
97
41
59
77
44
221
97

1,472

200
1,104
1,413
1,270
3,987
1,371
397
515
401
543
3,227

2,792

2,792

2,517

2,517
2,510
2,575
671
769
719
682
2,841
1,022

21,471

75
531
560
560
1,726
573
218
278
247
286
1,602

1,395

1,395

991

991
1,180
1,045
251
306
345
300
1,202
530

9,671

67
275
325
295
962
309
128
149
96
149
831

556

556

530

530
591
624
144
147
152
150
593
302

4,989

19
80
61
63
223
39
62
67
46
67
281

220

220

116

116
165
196
53
54
72
69
248
130

1,579

45

503

616

499

1,663

531

140

168

185

169

1,193

1,167

360

1,527

1,119

182

1,301

968

1,318

240

318

226

202

986

496

9,452

24

246

277

234

781

183

71

90

76

73

493

448

149

597

324

100

424

465

439

105

143

119

87

454

206

3,859

15

180

183

142

520

188

68

58

73

84

471

398

398

285

285

284

348

69

111

101

91

372

209

2,887

7

94

85

73

259

94

36

35

37

46

248

155

155

122

122

148

202

40

28

35

54

157

100

1,391

56

124

190

100

470

171

64

59

104

104

502

338

338

167

167

348

139

86

142

110

131

469

-

2,433

46

75

124

70

315

111

42

44

61

82

340

205

205

109

109

262

86

45

61

49

73

228

-

1,545

-

140

146

108

394

90

45

43

57

55

290

297

297

180

180

200

85

96

90

125

78

389

133

1,968

-

67

85

64

216

43

35

34

28

34

174

205

205

121

121

139

52

58

42

84

48

232

69

1,208

-

7

16

8

31

15

5

5

14

9

48

54

54

30

30

23

17

36

27

23

28

114

-

317

-

2

4

2

8

2

4

3

9

4

22

11

11

9

9

6

6

21

14

14

16

65

-

127

175

1,271

1,493

1,153

4,092

1,271

487

462

636

558

3,414

3,204

3,204

2,501

2,501

2,328

2,585

668

883

735

667

2,953

1,171

22,248

101

605

653

539

1,898

489

271

269

305

303

1,637

1,358

1,358

928

928

1,284

981

321

332

379

352

1,384

483

9,953

59

317

342

296

1,014

276

165

129

203

137

910

590

590

538

538

505

678

141

195

150

137

623

333

5,191

24

121

78

96

319

56

83

63

94

64

360

185

185

143

143

264

196

52

44

78

74

248

108

1,823

2024年度入試の志願者数は、一般入試が8,959

人、全学統一入試は[個別学力試験型]が4,989人、

[共通テスト併用型]が3,068人、共通テスト利用入試

は[前期3教科型]が2,537人、[前期5教科型]が1,918

人、主要3入試（共通テスト利用入試[後期]除く）の合

計では21,471人（昨年度比97％）となりました。

全学統一入試[共通テスト併用型]や共通テスト利用

入試[前期3教科型]の人気が高く、昨年の志願を上回

りました。また、例年多くの受験生に申請いただいている

英語の資格・検定試験の活用について、GTEC検定版

を追加いたしました。

全学統一入試では、一部の地方試験場において前日

の降雪の影響が心配されましたが、試験当日は天候に恵

まれ、一般入試含め全ての入試が無事実施されました。

合格発表は2月20日に、Webページ上に合格者の受

験番号を掲載し、併せて合格通知書（入学手続書類を

含む）を発送する形で行いました。今年度の合格者数

は、一般入試が3,516人、全学統一入試は[個別学力

試験型]が1,579人、[共通テスト併用型]が1,476人、

共通テスト利用入試は[前期3教科型]が1,628人、[前

期5教科型]が1,472人でした。
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8
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16,297

1,245
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24
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合計

志願 合格都道府県

6

2
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22
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2

9

8

2
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2

6
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0

4
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72

105

21,471
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0

1

0

5

0

0

8

2

1

0
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9

4

39

3

5

20

40

1,074

304

7,392
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7

0

8

2

6

3

5

0

29

4

13

2

3

0

1

2

0

6

2

0

3

4

22

49

9,671

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

その他※

▲著書

山田 望（やまだ のぞむ）
総合政策学部 総合政策学科 教授

「異端」排斥の
舞台裏

専攻分野：初期キリスト教古代史・教会政治史
研究テーマ：ペラギウスとペラギウス派の思想史的位置づけと
排斥メカニズム 
主な担当科目：宗教論、宗教に見る人間の尊厳、キリスト教概
論、文明論概論、歴史と文明、 地域と文明B（ヨーロッパ）

　私の研究は、古代キリスト教史上、西方
教会最大の「異端」として排斥されたペラ
ギウス派の思想史的位置づけと、教会政
治的観点から彼らが排斥されたメカニズ
ムを解明することです。さらには、「異端」思
想とその排斥メカニズムの解明から、諸宗
教・宗派間の対立を解消させ共存へと導
く方策がないのか、異なる宗教・宗派同志
の共存・共生の可能性を探るという、壮大
なテーマに携わっています。しかし、昨今の
ウクライナ戦争やイスラエル戦争の悲惨な
現実を前にすると、きわめて現代的・現実
的で、人類の共生には必要不可欠な

テーマでもあります。
ペラギウス派は西方
では「異端」として排
斥されましたが、東西

分裂をきたしたローマ帝国東側の修道理
念の普及と救貧慈善活動を西側で実践
していただけで、異端でも何でもなかったと
いうのが私の研究の結論です。結局、異
質なものへの排除の論理が排斥や対立・
衝突を生み出していたのです。最近、ロー
マ市内の病院地下から、ペラギウス派が
活動していた時代の救貧慈善施設とみら
れる遺跡が出土し、ペラギウス派との関連
が推察されることから、ワクワクしながら現地
調査に関わっています。異質だと決めつけ
て排除する前に、相手の生活や活動の実
態、彼らの息づかいの痕跡を理解するとこ
ろから、意外な解決策が見出せるかもしれ
ません。それがイエスの言葉「汝の敵を愛
せよ」への一歩になれば嬉しいです。

西森 晃（にしもり あきら）
経済学部 経済学科 准教授
専攻分野：財政学、公共経済学
研究テーマ：公的企業の民営化について
主な担当科目：財政学、ミクロ経済学、経済学のための数学

具体的なものを
抽象的に、
抽象的なものを
具体的に
　私は財政学やミクロ経済学など、経済
理論科目を担当しています。大学教育に
何を求めるかは人それぞれでしょうが、私
は「気づき」と「考える力」を重視して講
義を行います。
　私の授業では、最初に私が質問しま
す。例えば「消費税率を上げるべきか」と
か、「政府は国内の有望な産業を支援
すべきか」といったことです。これらをまず
学生に考えさせ、その上で前後左右いろ
いろな人と意見交換をしてもらいます。席
を動いても構いません。このような時間を
15分程度とった後、今度は私が、経済
理論ではどのように考えるのかを説明しま
す。多くの場合、経済理論は学生の直
感とは異なった結論を示すので、学生は

困惑します。そこでもう一度問いかけます。
「理論を踏まえた上で、あなたはこの問題
をどう考えますか？」
　このように、具体的な経済問題を抽象
的に考え、抽象的な議論を具体的な問
題に落とし込むという作業を繰り返します。
こうすることで、思考の幅を広げ、論理的に
考える力を養うのが狙いです。また、このよう
な経験を通じて、自分の思考のクセやメ
ディアによる報道の傾向などについても考
えるきっかけになればとも思います。学生は
必ずしも卒業後に経済学と関わる仕事を
するわけではありませんが、経済を題材に
具象と抽象を行き来する訓練をすれば、そ
こで身につけた力は、仕事はもちろん日常
生活でも大いに役立つと信じています。

▼

1997年に教文館
　から出版された著書

最近、ローマ市内
ラテラーノ地区の
病院地下で出土し
たペラギウス時代
のものと推定され
る救貧慈善施設内
部の壁画

▲



2024年春学期
外国人留学生別科入学式

2024.1.9 

1月9日、フラッテンホールで、
外国人留学生別科の入学式を
執り行い、10の国と地域から
58名の新入生を迎えました。こ
れから日本の文化と日本語を学
ぶ留学生のみなさんへ、山岸
国際センター長がキサラ学長
からのメッセージを代読し、お
祝いのことばも伝えられました。

2023年度防災訓練
2023.11.22

11月22日、2023年度防災訓
練を実施しました。授業直後に
緊急地震速報のテスト放送を
行い、地震に備えて1分間シェイ
クアウトを行いました。その後、
名古屋市大学生消防団南山大
学分団の協力のもと、火災発生
を想定し、N棟・第2研究室棟お
よびグリーンエリアにおいて火
災対応訓練を実施しました。

降誕祭
2023.12.15

12月15日、第34回降誕祭を開
催しました。第一部でのクリスマス
聖式では、感謝の祈り、管弦楽団
の演奏、南山大学スコラ・カントー
ルムによる合唱、キャンドルサービ
ス等が行われました。第二部のク
リスマスパーティーでは、野外宗教
劇の上演や、ビンゴ大会が行われ
ました。50名以上の参加者が集
まり、盛況の内に終わりました。

2023年度南山大学・豊田工業大学連携講演会
「『時間』と向き合う科学を探求する」

2023.12.3

12月3日、2023年度南山大学・豊田工業大学連携講演会「『時間』と向き合う
科学を探求する」を開催しました。豊田工業大学からは、大学院レーザ科学研究
室・藤貴夫教授が「超高速光科学の世界」、本学からは、人文学部・上峯篤史准教
授が「時をかける考古」と題し、それぞれ講演を行いました。
南山大学と豊田工業大学と

の連携講演会は、両大学の連
携姿勢と成果を広く社会に周
知することで社会的な認知度を
あげると共に、地域一般の教養
啓発をはかることを目的に行っ
ており、今年で18回目の開催と
なりました。 ▲入学式の様子

理工学部機械電子制御工学科の学生が、
2023 IEEE 12th Global Conference on Consumer 
Electronics (GCCE 2023)でIEEE GCCE 2023 
Excellent Demo! Award Outstanding Prizeを受賞

　2023年10月10日～13日に開催された2023 IEEE 12th 
Global Conference on Consumer Electronics (GCCE 
2023)で本学理工学部機械電子制御工学科4年加藤
瑞穂さんがIEEE GCCE 2023 Excellent Demo! Award 
Outstanding Prizeを受賞しました。

　加藤さんは「Quantitative Analysis of Bubble 
Cross-Sectional Area and Electrical Constants in 
a Phantom Using Ultrasonic Vibration」と題して発
表しました。その結果、特に優れたプレゼンテーションを
行った発表者と認定され、本賞を授与されました。

▲訓練の様子 ▲神言神学院大聖堂で開催されたクリスマス聖式

▲豊田工業大学・藤教授 ▲本学・上峯准教授

▲右から5番目：大崎真里亜さん▲賞状と盾

■受賞著書
共著：川北眞紀子
『アートプレイスと
パブリック・リレーションズ
－芸術支援から何を得るのか』
有斐閣 2022年12月　

　経営学部の川北眞紀子教授が、2023年 日本広告学会賞 学術著書部門 学会賞、2023年度(第18
回)日本広報学会賞 優秀研究奨励賞の2つの賞を受賞しました。
　日本広告学会賞 学術著書部門 学会賞は、今後の広告研究に寄与すると認められ表彰されました。
　また、日本広報学会賞 優秀研究奨励賞は、広報分野に関連する学術的な研究領域を切り拓いてき
ていることが評価され表彰されました。

▲受賞著書と賞状
（左：2023年度(第18回)日本広報学会賞 
　　優秀研究奨励賞
  右：2023年 日本広告学会賞 学術著書部門 
　　学会賞）

経営学部の川北眞紀子教授が、
著書『アートプレイスとパブリック・リレーションズ
－芸術支援から何を得るのか』にて
2つの賞を受賞

　令和5年秋の叙勲において、有元將剛名誉教授とジェームズ・W・ハイジック名
誉教授が瑞宝中綬章を受章しました。
　有元將剛名誉教授は、1971年南山大学外国語学部助手となった後、1975年
同講師、1980年同助教授、1988年同教授に就任。また、1991年4月から1999
年3月まで南山大学外国語学部英米学科長、2000年4月から2002年3月まで同
外国語学部長ならびに同大学院外国語学研究科長を併任し、2013年に南山大

学名誉教授の称号を授与されました。
　ジェームズ・W・ハイジック名誉教授は、1979年南山大学文学部助教授となっ
た後、1987年同教授に就任。1991年4月から2001年3月まで南山宗教文化研
究所長、1995年4月から1996年3月まで南山大学人類学研究所長を務め、
2013年に南山大学名誉教授の称号を授与されました。

有元將剛名誉教授とジェームズ・W・ハイジック名誉教授 瑞宝中綬章を受章

卒業生が「ダカールラリー2024」で優勝

　外国語学部スペイン・ラテンアメリカ学科2年大崎真里亜さんが「第41回 全日本学生ポル
トガル語弁論大会」で、京都ラテンアメリカ文化協会賞を受賞しました。
　全国8大学17名の学生が、自ら選んだテーマについて発表し、大崎さんは「私とポルトガル語」の
演題で今回の賞を受賞しました。

外国語学部の学生が
「第41回 全日本学生ポルトガル語弁論大会」で
京都ラテンアメリカ文化協会賞を受賞

▲ラクロス全日本大学選手権大会の様子

　第14回ラクロス全日本大学選手権大会に、東海学生ラクロスリーグでアベック優勝した
男女ラクロス部が出場しました。11月11日に行われた1回戦では、男女ともに見事勝利し、
全国ベスト4を果たしました。

男女ラクロス部が
第14回ラクロス全日本大学選手権大会に出場

▲左：宮田雄志さん、右：毛利英暉さん

　日本銀行主催の学生向けコンテスト「第19回日銀グラン
プリ～キャンパスからの提言～」決勝大会で、法学部法律学
科3年毛利英暉さんと2年宮田雄志さんのチームが敢闘賞
を受賞しました。
　このコンテストは、大学生を主な対象とし、金融・経済分野

の小論文、プレゼンテーション、審査員との質疑応答で
選定されます。
　毛利さんと宮田さんのチームは、「『JIN』思いやりあ
る経済社会を実現する『包摂志向』日本版CBDCの提
言」というタイトルで発表し受賞しました。

法学部法律学科の学生が「第19回日銀グランプリ
～キャンパスからの提言～」決勝大会で敢闘賞を受賞

▲地方創生☆ 政策アイデアコンテスト 2023 
　最終審査会・表彰式 
　©内閣府地方創生推進室
　https://contest.resas-portal.go.jp/2023

　経済学部経済学科神野ゼミC班の纐纈沙英さん、小山寛斗
さん、棚橋凌汰さんが、「地方創生☆政策アイデアコンテスト
2023」（主催：内閣府、共催：経済産業省）において、地域審
査の結果、中部経済産業局長賞を受賞。その後最終審査会の
結果、協賛企業賞（ソウルドアウトグループ賞、観光予報プ
ラットフォーム賞）を受賞しました。

　「地方創生☆政策アイデアコンテスト」は、RESAS（地
域経済分析システム）を使って地域課題を分析し、地域
を元気にする政策アイデアを募集するコンテストです。
　神野ゼミC班は、常滑焼および常滑市をPRする政策ア
イデアを提案しました。

経済学部経済学科の学生が
「地方創生☆政策アイデアコンテスト2023」で、
協賛企業賞（ソウルドアウトグループ賞、
観光予報プラットフォーム賞）を受賞

▲賞状▲川本ゼミの皆さん

右から2番目：「ダカールラリー2024」
（市販車部門）で優勝した卒業生の三浦昂さん 

▲

　

　全日本証券研究学生連盟主催の「2023年度証券ゼミナー
ル大会」で、経済学部経済学科川本ゼミ3年生の渥美涼也さ
ん、二見鴻佑さん、後藤誠矢さん、髙田楓斗さん4名が敢闘賞
(第2テーマＣブロック)を受賞しました。
　「証券ゼミナール大会」は証券・金融に関するテーマを実学
的に研究するとともに大学間の交流を図る目的とし、毎年12月

に開催されています。
　受賞した学生4名のチー
ムは、「持続可能な社会の
実現に向けたサステナブル
ファイナンスのあり方」を
テーマに討論しました。

　1月5日から19日（現地時間）にサウジアラビアで開催された自動車競技「ダカール
ラリー2024」のT2ストック(市販車)部門において、法学部法律学科の卒業生でトヨ
タ車体株式会社社員ドライバーの三浦昂さんが優勝しました。
　砂漠や岩場を含む約8,000㎞を走行する「世界一過酷なラリー」で、トヨタ車体株

式会社から参戦したラリーチーム2台が
部門ワン・ツーフィニッシュでゴールし、
チームとして11連覇を達成しました。

経済学部経済学科の学生が「2023年度証券ゼミナール大会」で敢闘賞を受賞
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